
 

日
時

：
1
2
月

1
2
日

の
満

月
の

日
か

、
前
後
日

 

場
所

：
豆

酘
の

多
久

頭
魂

神
社

豆
酘

の
多

久
頭

魂
神

社
豆

酘
の

多
久

頭
魂

神
社

豆
酘

の
多

久
頭

魂
神

社
（

悠
紀

宮
伝

承
）

（
悠

紀
宮

伝
承

）
（

悠
紀

宮
伝

承
）

（
悠

紀
宮

伝
承

）
 

場
所

：
佐

護
の

天
神

多
久

頭
魂

神
社

佐
護

の
天

神
多

久
頭

魂
神

社
佐

護
の

天
神

多
久

頭
魂

神
社

佐
護

の
天

神
多

久
頭

魂
神

社
（

主
基

宮
伝

承
）

（
主

基
宮

伝
承

）
（

主
基

宮
伝

承
）

（
主

基
宮

伝
承

）
 

 
大

嘗
祭

が
つ

つ
が

な
く
執

り
行

わ
れ

、
次

の
時

代
に

歩
み

始
め

て
い

ま
す

。
 

  
大

嘗
祭

が
行

わ
れ

る
前
日
1
1
月
1
3
日

に
「

は
や

ぶ
さ
２

」
は

リ
ュ

ウ
グ

ウ
か

ら
地
球

に
向

け
て

帰
還

を
開

始
し

ま
し

た
。「

は
や
ぶ

さ
２
」
は
、
次

の
時
代

を
始

動
さ

せ
る

試
料

を
2
0
2
0
年
1
1
月
に

持
っ

て
帰

る
こ
と

に
な

っ
て

い
て

、
地

球
に
帰

還
し

た
翌

年
2
0
2
1

年
1
月
1
日
の

天
皇

陛
下

の
四

方
拝
か

ら
、
言
霊

の
力

が
全
て

の
人
に

解
き

放
た

れ
ま

す
。 

 
無

事
に

次
の

時
代

に
入

れ
る

よ
う
に

祈
念

し
た

い
と

思
い

ま
す
。
 

 ■
御

祈
願

の
趣

旨
■
 

 
御

皇
室

の
弥

栄
と

日
本

各
地

の
宮
司

様
の

弥
栄

を
祈

り
、

世
界
の

平
和

を
祈

念
し

、
そ

う
い

う
活

動
を

支
え

ら
れ

る
地

域
経
済

の
繁

栄
を

願
い

ま
す

。
 

 
宮

司
様

に
大

祓
祝

詞
を

奏
上

し
て
い

た
だ

き
、

参
列

者
で

教
育
勅

語
を

奉
唱

し
ま

す
。
 

 ■
「

月
の

光
奉

賛
会

」
と

は
■
 

 
「

月
の

光
奉

賛
会

」
と

は
、

日
本
神

話
の

源
流

を
な

す
伊

邪
那
岐

命
と

伊
邪

那
美

命
の

国
生

み
の

島
々

、
神

話
に

由
来

す
る
島

々
を

顕
彰

す
る

奉
賛

会
で
す

。
代

表
を

務
め

る
成

田
亨

は
、
平
成
7
年
（
1
9
9
5
年

）
の
阪

神
淡

路
大

震
災

以
降

、
家
族

で
日

本
各

地
の
1
5
0
0

カ
所

以
上

の
神

社
を

参
拝

し
て

き
ま
し

た
。
 

 
御

神
職

の
方

々
の

そ
の

先
に

は
、
天

皇
陛

下
が

お
ら

れ
る

も
の
な

の
で

、
平

成
か

ら
令

和
へ

の
御

代
替

り
に

あ
た

っ
て

、
こ
う

い
う

こ
と

が
自

覚
で

き
る
よ

う
に

御
神

事
を

や
っ

て
い

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

立
し
ま

し
た

。
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月

の
光

奉
賛

会
の

名
称

で
、

玉
串
料

を
お

送
り

し
ま

す
。
 

 
み

な
さ

ま
の

地
元

の
神

社
の

宮
司
様

に
対

馬
の

チ
ラ

シ
を

お
渡
し

、
そ

し
て

、
地

元
の

神
社

に
玉

串
料

を
納

め
、

対
馬

に
合
わ

せ
た

御
神

事
を

お
願

い
し
ま

す
。
 

■
令

和
元
年
9
月
2
7
日

に
「
大

嘗
祭
」

の
コ

メ
の

収
穫

儀
式

「
斎
田

抜
穂

の
儀

」
■
 

 
悠

紀
田

は
、

栃
木

県
高

根
沢

町
の
石

塚
毅

男
さ

ん
（
5
5
）

の
田
ん

ぼ
。
 

 
主

基
田

は
、

京
都

府
南

丹
市

の
中
川

久
夫

さ
ん

（
7
5
）
の

田
ん
ぼ

で
す

。
 

 
9
月
1
8
日

に
お

二
人

の
田
ん

ぼ
と
決

定
し

、
9
月
2
7
日
に

刈
り
入

れ
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
令

和
元
年
1
1
月
1
4
－
1
5
日

の
大
嘗

祭
で

は
お

二
人

が
育

て
ら
れ

た
お

米
が

使
わ

れ
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。
 

 
東

西
の

悠
紀

・
主

基
に

対
し

て
、
対

馬
で

は
南

北
の

悠
紀

・
主
基

が
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

対
馬

南
部

の
豆

酘
に

あ
る

多
久
頭

魂
神

社
が

悠
紀

宮
と

呼
ば
れ

、
対

馬
北

部
の

佐
護

に
あ

る
天

神
多

久
頭

魂
神

社
が

主
基
宮

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
 

 
悠

紀
（

ゆ
き

）・
主

基
（
す
き

）
の
語

源
に

つ
い

て
は

不
明

と
い
わ

れ
て

い
ま

す
が

、
彦

火
火

出
見

尊
の

父
神

で
あ

る
瓊

々
杵
尊

が
天

孫
降

臨
さ

れ
る

時
、
降

臨
地

点
を

「
行

き
過

ぎ
」

な
い

よ
う

に
座

標
軸

を
示

さ
れ
た

も
の

と
思

わ
れ

ま
す

。
高
皇

産
霊

神
や

神
皇

産
霊

が
お

働
き

に
な

ら
れ

て
い

た
遠

い
神
代

の
昔

か
ら

、
対

馬
に

は
、
座

標
軸

を
示

す
特

別
な

使
命

が
与

え
ら

れ
て

い
た

の
だ

と
思
い

ま
す

。
 

 
悠

紀
・

主
基

を
決

め
る

亀
卜

（
き
ぼ

く
）

は
、

御
皇

室
と

対
馬
の

豆
酘

に
伝

承
さ

れ
る

の
み

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
鑑

み
て
、

豆
酘

の
重

要
性

が
示

さ
れ
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

豆
酘

と
対

で
語

ら
れ

る
北

の
佐

護
の
位

置
が

わ
か

り
ま

す
。
 

 
さ

ら
に

、
豆

酘
に

伝
承

さ
れ

て
い
る

「
天

童
」

は
、

地
球

の
大

天
変

地
異

が
あ

っ
た

時
代

、
伊
勢

の
天

照
大

御
神

さ
ま

を
陰

な
が

ら
サ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
に
龍

良
山
（

た
つ

ら
さ

ん
）

に
降

臨
さ

れ
た

天
照

皇
大

御
神

さ
ま
の

御
姿

で
す

。
 

 
天

照
皇

大
御

神
さ

ま
は

、
神

様
と
し

て
降

臨
さ

れ
た

の
で

は
な

く
、
「
童

（
男

の
子

の
わ
ら

べ
）」

と
し

て
降

臨
さ

れ
て

い
る

の
で

、
特

別
に

対
馬

で
は

「
天
童

」
と

尊
称

し
て

き
ま

し
た

。
 

 
度

重
な

る
変

転
に

よ
っ

て
、
現

在
で

は
、「

天
童

」
と
「
天

道
」

が
混

同
、

習
合

し
由

来
が

失
わ
れ

て
い

ま
す

。
 

 

 
平

成
か

ら
令

和
へ

の
御

代
替

り
に
当

た
っ

て
、

遠
い

神
代

の
昔
か

ら
古

代
、

近
現

代
史

に
お

い
て

対
馬

の
果

た
し

た
役

割
に
思

い
を

馳
せ

、
満

月
の

日
か
、

そ
の

前
後

に
祈

り
を

捧
げ

た
い

と
思

い
ま

す
。
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＜
 

月
の

光
奉

賛
会

 
代

表
 

成
田
亨

 
＞
 

〒
1
7
7
-0
0
3
3
 
東

京
都

練
馬
区

高
野
台
1
-2
3
-3
0
 

ガ
ー
デ

ン
コ
ー

ト
高

野
台
8
0
5
 

    
携

帯
携

帯
携

帯
携

帯
    
0
8
0

0
8
0

0
8
0

0
8
0
- ---9
1
7
5

9
1
7
5

9
1
7
5

9
1
7
5
- ---4
6
6
6

4
6
6
6

4
6
6
6

4
6
6
6
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